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単位

千円

人

千円

人

千円
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％

千円

千円

千円

受益者負担

Ｈ25予算額

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

・市民が安心して生活でき、また、沿線住民の利便の向上をめざし、主要道路の混雑の解

消や安全走行の確保を図る。

内容

（手段）

Ｈ22決算額

817,650359,642

Ｈ23決算額

58,640

1.35

◆２４年度実施内容

・道路事業としての基盤整備を目指し、周辺交通網を考慮して補助幹線道路を整備する。ま

た、生活道路として人にやさしい道路整備を行う。

・生活環境に配慮して、地元要望に基づく未舗装道路の整備や、道路排水機能が不良な道

路に側溝を新設する。

・工事の設計、積算及び施工管理、用地買収に関する事務

◆２４年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

設計、測量、地質調査、物件調査等の委託（委託料：56,139千円）

【工事の内容】

堀の内二丁目5号線道路新設改良事業L=167m、北西部地区まちづくり事業L=155m、最終

処分場関連事業L=152m、北尾張中央道裏道対策関連事業L=180m、環境センター施設更

新関連事業Ｌ＝419　ｍ、上新町地区道路整備事業L=110m、市之久田一丁目16号線新設

改良事業Ｌ＝122ｍ、樋下1号線新設改良事業Ｌ＝131ｍ、生活道路新設改良事業L=150m、

その他の道路新設改良事業L=148m(工事契約額：179,941千円）

【用地買収】(用地購入費：22,307千円)(物件補償費：13,253千円)

◆２５年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

設計、測量、地質調査、物件調査等の委託（委託料：86,400千円）

【工事の内容】

堀の内二丁目5号線道路新設改良事業、北西部地区道路整備事業、最終処分場関連事

業、環境センター施設更新関連事業、上新町地区道路整備事業、市之久田一丁目16号線

新設改良事業、樋下1号線新設改良事業、生活道路新設改良事業、その他の道路新設改

良事業(工事請負費：483,200千円）

【用地買収】(用地購入費：162,050千円)(物件補償費：86,000千円)
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一般会計 担当課

事務事業名

無

《道路新設改良事業》  

会計区分 事業類型 施設整備系

担当部

担当係事業期間 平成１２年度以前 ～

道路課

道路係

道路法

3

10,153
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目標

実績
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実績
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内内内内

容容容容

1,805

H25

事業番号

H23

ｍ

方向性の判定

事業の

達成状況

交通量の増加に比べ道路整備が追いついていない状況の中、幹線道路や地域住民

が利用する生活道路の整備に努めている。

2,060

3,248

方向性の判定

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。維　持

成果指標名

整備延長

活動指標名

整備延長

幹線道路の慢性的な交通渋滞の緩和や安全走行の確保、緊急車両等が進入可能と

なる市民が安心して生活できるための手段として、当該事業を実施しております。廃

止すれば幹線道路の渋滞解消、市民が安心して生活できなくなると考える。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

ｍ
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の改善案

事業が円滑に進むよう、地元区と調整を密に図る。
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果果果果

事業実施におけ

る課題

用地買収、境界立会等相手方に左右されて事業実施が遅れることがある。

多くの地元要望に応えるとともに、幹線道路の交通渋滞の解消や安全走行の確保が

図られていることから維持と判断とした。

判定理由
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

1,805

1,734

1,675

維　持

用地買収が難航している関係者に対し、事業理解が得られるよう十分に説明をしてい

く。

2,020

判　定　理　由

2,582


